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一
の
1
及
び
二
の
1
に
つ
い
て 

「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
（
昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
。
以

下
「
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
解
放
基
盤
表
面
の
地
震
動
の

水
平
方
向
に
お
け
る
最
大
速
度
振
幅
は
地
震
動
の
実
測
結
果
に
基
づ
い
た
経
験
式
等
を
参
照
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
等

と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
経
験
式
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
大
崎
順よ

り

彦
氏
が
発
表
し
た
基
準
地
震
動
評
価
に
関
す
る
ガ 

大
崎
の
方
法
に
お
い
て
は
、
評
価
地
点
に
お
け
る
震
央
距
離
が
一
定
の
計
算
式
を
用
い
て
求
め
ら
れ
る
距
離
（
以
下
「
震

央
域
外
縁
距
離
」
と
い
う
。
）
よ
り
短
い
場
合
に
は
、
当
該
地
点
の
震
源
距
離
及
び
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
震
央
距
離
に
か

か
わ
ら
ず
震
央
域
外
縁
距
離
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

直
下
地
震
及
び
「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
報
告
書
」
（
以
下
「
検
討
会

報
告
書
」
と
い
う
。
）
の
第
五
―
五
図
に
示
さ
れ
て
い
る
Ｔ

1
の
地
震
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
評
価
地
点
に
お
け
る
震
央
距 

衆
議
院
議
員
今
村
修
君
提
出
「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
」
の 

イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
評
価
方
法
（
以
下
「
大
崎
の
方
法
」
と
い
う
。
）
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

報
告
書
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

一
の
2
に
つ
い
て 

二
の
2
に
つ
い
て 

現
在
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
等
に
よ
り
、
原
子
力
施
設
の
耐
震
設
計
に
お
い
て
直
下
地
震
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
地
震
の
震
源
距
離
は
大
崎
の
方
法
に
従
い
算
定
さ
れ
て
お
り
、
同
方
法
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五

の
直
下
地
震
を
評
価
す
る
場
合
の
震
源
距
離
は
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
震
源
距
離
を
七
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
い
っ
た
大
崎
の
方
法
に
即
し
て
い
な
い
前
提
に
立
っ
た
御
質
問
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た

い
。 

離
が
震
央
域
外
縁
距
離
よ
り
短
い
こ
と
か
ら
、
大
崎
の
方
法
に
従
え
ば
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
直
下
地
震
の
震
源
距
離
は
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
算
定
さ
れ
、
ま
た
、
検
討
会
報
告
書
の
第
五
―
五
図

に
示
さ
れ
て
い
る
Ｔ
1
の
地
震
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
震
央
距
離
を
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。 な

お
、
検
討
会
報
告
書
の
第
五
―
五
図
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
Ｆ
1
の
地
震
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。 

大
崎
の
方
法
に
お
い
て
は
、
震
央
距
離
が
震
央
域
外
縁
距
離
よ
り
短
い
地
点
に
お
け
る
最
大
速
度
振
幅
は
、
震
央
距
離
に 

四 

 



 

三
の
2
に
つ
い
て 

三
の
1
に
つ
い
て 

株
式
会
社
松
村
組
技
術
研
究
所
の
地
下
十
五
メ
ー
ト
ル
で
得
ら
れ
た
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
岩
盤
上
で
は
な
く
岩
盤
中
の

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
観
測
点
上
部
の
地
盤
の
影
響
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
解
放

基
盤
表
面
上
に
お
け
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
（
大
崎
の
方
法
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
比
較
す
る
と
の
前
提
に
立
っ
た

御
質
問
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

内
陸
の
地
震
の
震
源
断
層
に
近
く
震
源
に
も
近
い
地
点
で
の
断
層
モ
デ
ル
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
地
質
、
地
盤
の
調

査
等
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い
て
得
ら
れ
る
た
め
、
断
層
モ
デ
ル
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
大
崎

ス
ペ
ク
ト
ル
を
上
回
る
か
否
か
に
つ
い
て
及
び
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
が
断
層
モ
デ
ル
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
上
回
る
場 

か
か
わ
ら
ず
震
央
域
外
縁
距
離
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る
値
と
さ
れ
て
お
り
、
震
央
距
離
に
応
じ
て
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
大
崎
の
方
法
は
近
距
離
地
震
動
の
最
大
速
度
を
△N

E
A

R

で
カ
ッ
ト
せ
ず
に
求
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
と
の
前
提
に
立
っ
た
御
質
問
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

五 

 



 

四
の
1
に
つ
い
て 

三
の
3
に
つ
い
て 

大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
が
震
源
断
層
に
近
く
震
源
に
近
い
地
点
で
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
過
小
に
評
価
す
る
と
の
知
見
等
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。 

② 

Ｂ
及
び
Ｃ
級
活
断
層
に
属
し
、
五
万
年
前
以
降
活
動
し
た
も
の
、
又
は
地
震
の
再
来
期
間
が
五
万
年
未
満
の
も
の 

① 

基
準
地
震
動
Ｓ
1
で
考
慮
さ
れ
な
い
Ａ
級
活
断
層
に
属
す
る
も
の 

③ 

微
小
地
震
の
観
測
に
よ
り
、
断
層
の
現
在
の
活
動
性
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
も
の 

② 

Ａ
級
活
断
層
に
属
し
、
一
万
年
前
以
降
活
動
し
た
も
の
、
又
は
地
震
の
再
来
期
間
が
一
万
年
未
満
の
も
の 

① 

歴
史
資
料
に
よ
り
、
過
去
に
地
震
を
発
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の 

合
等
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

と
さ
れ
て
い
る
。 

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
発
生
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
は
、 

耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
1
の
発
生
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
は
、 

六 

 



 

四
の
2
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
な
基
準
地
震
動
Ｓ
1
又
は
Ｓ
2
の
策
定
に
際
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
の
評
価
方
法
は
、
地
質
時
代
的
に
見
て
最

近
ま
で
繰
り
返
し
活
動
し
て
い
た
断
層
は
将
来
も
活
動
し
て
地
震
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
繰
り
返
し
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
断
層
の
調
査
結
果
か
ら
繰
返
し
期
間
の
大
半
は
約
一
万
年
以
内
、
こ
れ
よ
り
長
い
も
の
で
も
約

五
万
年
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
一
般
に
活
動
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
繰
返
し
期
間
が
短
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

の
地
震
学
、
地
質
学
等
の
知
見
を
工
学
的
に
判
断
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
現
段
階
に
お
い
て

は
、
こ
れ
を
見
直
す
べ
き
新
た
な
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
決
定
に
際
し
、
詳
細
な
文
献
調
査
、
現
地
調
査
等
に
基
づ
き
存

在
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
活
断
層
等
を
評
価
す
る
こ
と
に
加
え
、
念
に
は
念
を
入
れ
る
と
の
観
点
か
ら
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
六
・
五
の
直
下
地
震
も
考
慮
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
以
下
の
地

震
で
は
地
表
に
断
層
が
現
れ
な
い
場
合
も
あ
り
最
悪
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
な
地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
を
見
逃
す
可
能

性
が
あ
る
と
の
地
震
学
、
地
質
学
等
の
知
見
を
工
学
的
に
判
断
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
現
段
階
に
お

い
て
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
決
定
に
際
し
て
想
定
す
べ
き
直
下
地
震
の
規
模
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
か
ら
マ
グ
ニ 

七 

 



 

四
の
3
に
つ
い
て 

耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
1
及
び
Ｓ
2
の
決
定
は
最
も
影
響
の
大
き
い
地
震
を
想
定
し
て
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
想
定
さ
れ
る
地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
は
繰
り
返
し
活
動
し
て
き
て
い
る
も
の
で

あ

り
、
一
般
に
、
そ
の
活
動
の
結
果
が
地
表
又
は
そ
の
付
近
の
地
形
及
び
地
質
構
造
に
何
ら
か
の
痕
跡
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。 

チ
ュ
ー
ド
七
に
引
き
上
げ
る
べ
き
新
た
な
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
の
直
下
地
震

を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
、
こ
う
し
た
前
提
に
立
っ
た
御
質
問
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

御
指
摘
の
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
の
場
合
も
、
現
段
階
で
は
野
島
断
層
の
北
東
方
向
神
戸
側
に
お
い
て
地
震
断
層
は

地
表
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
該
地
震
が
発
生
し
た
の
は
、
地
表
又
は
そ
の
付
近
の
地
形
及
び
地
質
構
造
か
ら
既

に
そ
の
存
在
の
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
断
層
群
の
付
近
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
活
断
層
を
直
接
確
認
で
き
な
い
と
し
て
も
、
地
表
又
は
そ
の
付
近
の
地
形
及

び
地
質
構
造
に
関
す
る
十
分
か
つ
詳
細
な
文
献
の
調
査
及
び
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
活
断
層
の
活
動
に
よ
る
痕 
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五
の
2
に
つ
い
て 

五
の
1
に
つ
い
て 

科
学
技
術
庁
、
通
商
産
業
省
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
等
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
に
違
反
す
る
事
実
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
り
指
針
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
当
該
指
針
が
策
定
さ
れ
る
以
前
に

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
設
置
等
の
許
可
、
変
更
の
許
可
、
指
定
又
は
承
認
を
取
り
消
す
か
否
か
に
つ
い
て
の

審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
法
的
権
限
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。 

な
お
、
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
前
の
知
見
に
基
づ
い
て
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
を
上

回
る
規
模
の
地
震
が
想
定
さ
れ
得
た
旨
検
討
会
に
お
い
て
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

跡
を
慎
重
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
活
断
層
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
等
へ
の
影
響
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。 科

学
技
術
庁
及
び
通
商
産
業
省
は
、
本
年
九
月
二
十
九
日
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
が
策
定
さ
れ
る
以
前
に
設
置
の
許
可
等

が
な
さ
れ
た
主
要
な
原
子
力
施
設
の
耐
震
安
全
性
の
確
認
の
結
果
に
つ
い
て
原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
し
た
が
、
こ
れ 

九 

 



 

五
の
3
に
つ
い
て 

は
、
従
来
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
敦
賀
二
号
炉
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
十
五
カ
イ
ン
で
あ
る
。 

は
、
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
と
の
観
点
か
ら
、
同
委
員
会
に
そ
の
内
容
を
説
明
し
、
意
見
等
力
あ
る
場
合

に
は
そ
れ
を
聴
取
す
る
た
め
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
委
員
会
は
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。 

耐
震
設
計
審
査
指
針
等
に
よ
り
基
準
地
震
動
Ｓ
1
及
び
Ｓ
2
を
想
定
し
て
耐
震
設
計
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
原
子
力
施
設

に
つ
い
て
の
模
擬
地
震
波
の
最
大
速
度
振
幅
は
、
当
該
施
設
の
設
置
許
可
申
請
書
等
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
に

記
載
さ
れ
、
従
前
か
ら
公
開
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
敦
賀
発
電
所
二
号
炉
（
以
下
「
敦
賀
二

号
炉
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
二
十
六
カ
イ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
耐
震
安
全
性
の
確
認
は
模
擬
地
震

波
の
最
大
速
度
振
幅
に
よ
り
十
分
行
い
得
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
す
べ
て
の
申
請
書
等
に
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
規

定
す
る
基
準
地
震
動
の
最
大
速
度
振
幅
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
申
請
書
等
に
そ
の
記
載
が
あ
る
場
合
に 

ま
た
、
前
述
の
原
子
力
安
全
委
員
会
へ
の
報
告
に
お
い
て
は
、
基
準
地
震
動
の
最
大
値
と
し
て
模
擬
地
震
波
の
最
大
速
度

振
幅
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
原
子
力
施
設
の
耐
震
安
全
性
の
確
認
に
当
た
っ
て
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
る
模
擬
地
震
波
に
基
づ
く
手
法
が
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一
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耐
震
設
計
審
査
指
針
は
発
電
用
原
子
炉
施
設
等
の
安
全
確
保
の
た
め
考
慮
す
べ
き
事
項
の
う
ち
特
に
耐
震
性
の
観
点
に
着

目
し
た
設
計
方
針
を
定
め
た
指
針
で
あ
る
が
、
当
該
指
針
を
用
い
て
耐
震
設
計
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
施
設
に

お
い
て
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
及
び
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
等
に
基
づ
き
、
設
計
、
建
設
、
運

転
の
各
段
階
に
お
い
て
安
全
確
保
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
指
針
に
お
い
て
は
、
経
年
変
化
、
施
工
・

製
作
ミ
ス
及
び
人
為
ミ
ス
に
係
る
安
全
確
保
対
策
の
記
載
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
記
載
を
行
う
予
定
も
な
い
。 


